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協議1 平成21年度事業報告ならびに決算報告 (平成22年2月10日の第3回理事会で報告済) 

(1) 平成 21年度役員 (理事校 25 校) 

専門部長   岩手県立黒沢尻北高等学校長  上原耕太郎 

副専門部長   岩手県立盛岡第一高等学校長  千葉研二 (事務局校) 

副専門部長   盛岡市立高等学校長   鈴木俊  (次期事務局校) 

専門部代表理事  岩手県立盛岡第一高等学校  杉本聖房 事務局長 

専門部理事   岩手県立盛岡第一高等学校  鈴木雄平 事務局 

専門部理事   岩手県立盛岡第一高等学校  濱谷伸広 事務局 

専門部理事   岩手県立盛岡第一高等学校  谷藤さなえ 事務局 

専門部理事   岩手県立盛岡第二高等学校  千葉隆  平成 32～33 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡第三高等学校  渡邊憲二 平成 34～35 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡第四高等学校  菅野千賀子 平成 26～27 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡北高等学校  石原聰  平成 24～25 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡南高等学校  岩本秀司 平成 36～37 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立不来方高等学校  金森嘉人 平成 38～39 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立杜陵高等学校単位制  佐藤英靖 

専門部理事   岩手県立杜陵高等学校単位制  三上隆弘 

専門部理事   岩手県立盛岡工業高等学校  畑中元毅 平成 40～41 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡工業高等学校  川守徹也 平成 40～41 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡商業高等学校  鈴木一彦 監事・平成 42～43 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立雫石高等学校   石田和秀 

専門部理事   盛岡市立高等学校   鈴木勇二 監事・盛岡支部理事・次期事務局校 

専門部理事   盛岡市立高等学校   小林晃  次期事務局校 

専門部理事   岩手高等学校    松田満  平成 28～29 年度事務局校 

専門部理事   盛岡白百合学園高等学校  照井逸子 平成 30～31 年度事務局校 

専門部理事   盛岡白百合学園高等学校  菅原浩  平成 30～31 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立花巻北高等学校  髙橋篤志 全国総文祭映像部門担当 

専門部理事   岩手県立花巻北高等学校  黄川田千秋 花巻支部理事 

専門部理事   岩手県立花巻南高等学校  前川啓太郎 

専門部理事   岩手県立黒沢尻北高等学校  芳賀範文 北上支部理事 

専門部理事   岩手県立黒沢尻北高等学校  三田聡 

専門部理事   専修大学北上高等学校   昆洋子 

専門部理事   専修大学北上高等学校   高橋等 

専門部理事   専修大学北上高等学校   千田省一 

専門部理事   岩手県立岩谷堂高等学校  菊地達哉 NHK杯運営委員・全国高文連理事 

専門部理事   岩手県立岩谷堂高等学校  久慈千鶴子 奥州支部理事 

専門部理事   岩手県立岩谷堂高等学校  武藤秀郷 

専門部理事   岩手県立千厩高等学校   藤本武士 一関支部理事 

専門部理事   岩手県立大槌高等学校   高橋啓  釜石支部理事 

専門部理事   岩手県立宮古高等学校   大野浄美 宮古支部理事 

専門部理事   岩手県立宮古高等学校   阿部雄至 

専門部理事   岩手県立岩泉高等学校田野畑校  遠藤直樹 

専門部理事   岩手県立岩泉高等学校田野畑校  大内寿文 

専門部理事   岩手県立久慈高等学校   菊地紀子 久慈支部理事 

専門部理事   岩手県立福岡高等学校   千田純  二戸支部理事 

専門部理事   岩手県立福岡高等学校   鈴木耕二郎 

(空席) 気仙支部理事 
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(2) 事業報告 

月 日 曜
事業名

(太字は生徒参加の事業)
会場

主催者
(太字は主催)

4 13 月 県高文連第1回理事会 サンセール盛岡 県高文連

4 15 水 理事総会・第1回理事会 盛岡第一高校 放送専門部

5 20 水
第61回岩手県高等学校総合体育大会開会式 司会
(盛岡第二・盛岡白百合)

運動公園
協力事業
県高体連

5 22 金 県高文連事務局長会議他 サンセール盛岡 県高文連

6 5 金
第32回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第56回NHK杯全国高校放送コンテスト岩手県大会
(20校・140エントリー・261名)

県民会館 放送専門部・NHK

6
29
30
月
火
第9回東北高等学校アナウンス朗読コンテスト
(5校・12エントリー・19名)

細野地区活性化センター
東北高文連
主管事業

7 14 火
セミナーサポート事業①アナウンス朗読講習会
(5校・12エントリー・18名・講師1名)

NHK盛岡放送局 放送専門部

7
21
24
火
金
第56回NHK杯全国高校放送コンテスト
(8校・24エントリー・71名)

オリンピックセンター
NHKホール（東京）

全放連・NHK

7 24 金
Nコン番組制作セミナー
(2校・22名)

NHKふれあいホール(東京) 全放連・NHK

7
30
31
木
金
第33回全国高等学校総合文化祭(三重大会)映像部門
(4校・4エントリー・16名)

アストプラザ(津) 全国高文連

7 31 金 全国高文連放送専門部都道府県代表者会議 松阪市産業振興センター 全国高文連

8
1
2
土
日
第33回全国高等学校総合文化祭(三重大会)放送部門
(5校・9エントリー・22名)

松阪市民文化会館(三重)他 全国高文連

8 8 土
交通安全テレビCM制作講習会
(9校・60名)

テレビ岩手
後援事業
岩手県・TVI

8 9 日
短歌甲子園司会講習会
(3校・19名)

盛岡劇場
協力事業
盛岡市

8
21
23
金
日
第4回全国高校生短歌大会 司会
(盛岡第一・盛岡第四・盛岡市立)

姫神ホール
盛岡劇場

協力事業
盛岡市

9 2 水 第2回理事会 盛岡第一高校 放送専門部

9 11 金 東北地区高等学校文化連盟放送部会理事会 ジョイナス(秋田) 東北高文連

9 27 日
セミナーサポート事業②放送講習会
(24校・129名，うち県外13校・16名)

盛岡第一高校 放送専門部

10 2 金
第32回岩手県高等学校総合文化祭総合開会式
(宮古・岩泉田野畑)

宮古市民文化会館
県高文連
(宮古支部主管)

10 8 木
セミナーサポート事業③
メディアコミュニケーションセミナー
(17校・182名・講師4名)

県民会館他 放送専門部

11 4 水
いわて教育の日記念行事 司会
(盛岡第一)

県民会館
協力事業
県教育委員会

11 9 月 第6回交通安全テレビCMコンテスト 盛岡グランドホテル
後援事業
岩手県・TVI

11 13 金
第32回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第27回岩手県高等学校放送新人大会
(18校・177エントリー・190名)

県民会館 放送専門部

12 25 金
セミナーサポート事業④アナウンス朗読講習会
(8校・43名・講師4名)

盛岡第一高校 放送専門部

12
27
28
日
月
校内放送指導者講座
(3名派遣・計5名参加)

千代田放送会館(東京) 全放連・NHK

1 9 土
番組講習会
(9校・55名・講師2名)

テレビ岩手
放送専門部
盛岡支部

2
5
6
金
土
第13回東北高等学校放送コンテスト
(11校・36エントリー・77名)

秋田県民会館・ジョイナス 東北高文連

2 8 月 県高文連第2回理事会 サンセール盛岡 県高文連

2 10 水 第3回理事会 盛岡第一高校 放送専門部

3 11 木 会計監査，盛岡市立高校へ引継ぎ 盛岡第一高校 放送専門部

3 27 土 第57回NHK杯全国高校放送コンテスト担当者会議 千代田放送会館(東京) 全放連・NHK

3 30 火
番組講習会
(9校・66名・講師4名)

アイーナ
放送専門部
盛岡支部
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ア 大会事業 

主催大会は，いずれも第 32 回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会として開催しました。 

全結果は，巻末または放送専門部のウェブサイトをご覧ください。 

① 第 56 回 NHK 杯全国高校放送コンテスト岩手県大会 6 月 5日(金) 県民会館 

・NHK 杯全国大会(平成 21 年 7 月)の予選として実施 

② 第 27 回岩手県高等学校放送新人大会 11 月 13日(金) 県民会館 

・東北高等学校放送コンテスト(秋田大会，平成 22年 2 月)ならびに第 34 回全国高等学校総合

文化祭放送部門(宮崎大会，平成 22 年 8 月)の予選として実施 

・第 34 回全国高総文祭参加推薦は次のとおり 

アナウンス部門…盛岡白百合学園(2)井形美紀，盛岡第一(1)饗庭佑奈，宮古(2)舘洞ひかり 

朗読部門…盛岡第一(2)小笠原舞子，盛岡第二(2)伊藤咲希，宮古(1)船越絵雅 

オーディオピクチャー部門…宮古，ビデオメッセージ部門…黒沢尻北・岩手 

③ 上位大会等 

・第 10 回東北高等学校アナウンス朗読コンテスト (6/29-30 担当: 岩谷堂高校 菊地達哉) 

岩手県高文連放送専門部の主管で実施 

・第 56 回 NHK 杯全国高校放送コンテスト (7/21-24 担当: 岩谷堂高校 菊地達哉) 

5 年連続決勝進出(朗読・盛岡第一 小笠原舞子)。県勢の入賞 9は 2007 年と並ぶ史上最高 

・第 33 回全国高等学校総合文化祭映像部門 (7/30-31 担当: 花巻北高校 髙橋篤志) 

入賞なし 

・第 33 回全国高等学校総合文化祭放送部門 (8/1-2 担当: 岩谷堂高校 菊地達哉) 

入賞なし 

・第 13 回東北高等学校放送コンテスト (2/5-6 担当: 盛岡市立高校 鈴木勇二) 

岩手高校のテレビキャンペーン部門最優秀賞など，県勢の入賞 12 は史上最高 

 

イ 講習会事業 

セミナーサポート事業，盛岡支部事業，上位大会関連事業，協力事業関連として実施しました。 

① 放送専門部・盛岡支部主催 

・アナウンス朗読講習会 7 月 14 日(火) NHK 盛岡放送局 

上原康樹アナ(NHK 盛岡局)による全国大会出場者への指導 

・放送講習会 9 月 27 日(日) 盛岡第一高校 

長崎県 活水高校放送部顧問・岩永克子先生と部長 麻生志保さんを招聘。県外校も参加 

・メディアコミュニケーションセミナー 10 月 8 日(木) 県民会館・テレビ岩手 

平井直子・佐々木款(テレビ岩手)・照井健・高橋典子(岩手放送)各氏による部門別の講習 

・アナウンス朗読講習会 12 月 25 日(金) 盛岡第一高校 

安田知博氏による東北大会出場者等への指導 

・番組講習会 1 月 9 日(土) テレビ岩手 

中野圭・佐々木款(テレビ岩手)両氏による東北大会出場校への指導 

・番組講習会 3 月 30 日(火) アイーナ 

平谷美樹氏ほか「オトナ映画部」によるドラマ制作についての指導 
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② 上位大会関連・協力事業関連 

・Nコン番組制作セミナー 7/24 東京 NHK ふれあいホール 

NHK 杯全国大会後に実施。NHK市谷壮 CP 他による指導。盛岡白百合と盛岡第一が参加 

・短歌甲子園司会講習会・第 4回全国高校生短歌大会司会 8/9・21-23 盛岡劇場 

畑中美耶子氏による指導。盛岡第一・盛岡第四・盛岡市立が担当 

・交通安全テレビ CM 制作講習会・第 6回高校生交通安全テレビ CM コンテスト 8/8・11/9 テ

レビ岩手・盛岡グランドホテル 

佐々木款・中野圭(テレビ岩手)両氏による指導 

・その他 

県高総文祭総合開会式 10/2 宮古・岩泉田野畑 

高総体開会式司会 5/20 盛岡第二・盛岡白百合 

いわて教育の日記念行事司会 11/4 盛岡第一 

IAT 純情応援歌 6-7月 69校参加 

IAT シリーズ卒業 3月 7 校参加 

 

ウ 顧問研修事業 

校内放送指導者講座(12/27-28，千代田放送会館)に 3名を派遣(菅原浩・大野浄美・鈴木勇二)，

2 名の参加補助(松田満・菊地達哉)をおこないました。この講座への岩手からの参加者は累計

15 名(複数回参加を除く)となり，指導力・審査力の向上につながっています。 

 

エ その他 

① 規約・細則の改定…理事総会(第 1回理事会)で実施 

② 部員数調査…第 2回理事会で報告 

③ 審査基準見直しの検証…第 2回理事会で報告 

④ 高文連表彰…第 2回理事会で報告 

次のとおり県高文連に推薦し，県高総文祭総合開会式(10/2(金)，宮古市民文化会館)で表彰 

・連盟賞(生徒表彰)…平成 20年 9 月 1日～平成 21年 8 月 31 日に全国大会(総文祭・NHK 杯な

ど)で優良賞(3 位)以内に入賞した個人及び部(団体)。 

・小笠原舞子(盛岡第一 2年)…NHK 杯朗読部門優良賞 

・功労賞(教職員表彰)…平成 20 年度末に退職した教職員で，専門部長・常任理事(専門部事

務局長等)経験者，指導者として全国大会優良賞(3 位)以内に入賞したもの，指導者として

全国大会に 10 回以上出品・出演させたもの。 

・遠藤洋一先生(盛岡第一)…平成 20 年度放送専門部長 

・渡邊憲二先生(盛岡第三)…平成 20 年度 NHK杯朗読部門優良賞ほか 

・岩本秀司先生(盛岡南)…平成 12 年度放送専門部事務局長 

⑤ 役員選出に関する細則 別表の検討…第 3回理事会で協議，変更なし 
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(3) 決算報告 

ア 一般会計 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 決算額 予算残高 備考

A 前年度繰越 243,336 243,336 0

B 登録料

B-01 学校登録料 120,000 120,000 0 NHK杯県大会参加校1校あたり6,000

B-02 個人登録料 80,000 79,500 -500 講習会参加生徒1人あたり500

200,000 199,500 -500

C 参加料

C-01 NHK杯県大会参加料 130,000 140,000 10,000 1エントリーあたり1,000

C-02 新人大会参加料 150,000 177,000 27,000 1エントリーあたり1,000

280,000 317,000 37,000

D 補助金

D-01 県高総文祭部門費 80,000 80,000 0 NHK杯・新人大会

D-02 セミナーサポート費 391,000 391,000 0 講習会

D-03 強化費 50,000 50,000 0 講習会

D-04 専門部補助 170,000 170,000 0 講習会・研修会・新人大会

D-05 研修費 50,000 50,000 0 講習会

741,000 741,000 0

E 雑収入 664 204 -460 利子

1,465,000 1,501,040 36,040

2　支出の部

予算額 決算額 予算残高 備考

A 運営費

A-01 分担金 10,000 10,000 0 東北高文連放送部会費

A-02 事務費 10,000 2,701 7,299 事務費・通信費・会議費

20,000 12,701 7,299

B 会議旅費

B-01 諸会議 70,000 30,069 39,931 第3回理事会

B-02 県外諸会議 120,000 163,015 -43,015 東北・全国会議

190,000 193,084 -3,084

C 事業費

C-01 NHK杯県大会 260,000 160,095 99,905 事業予算・決算別途

C-02 新人大会 260,000 240,850 19,150 事業予算・決算別途

C-03 講習会 401,000 522,563 -121,563 事業予算・決算別途

C-04 研修会 240,000 216,205 23,795 全国研修会等派遣補助

1,161,000 1,139,713 21,287

D 予備費 94,000 0 94,000

1,465,000 1,345,498 119,502

3　残高

収入済額　-　支出済額　= 1,501,040 -1,345,498 155,542 (次年度繰越金)

監査の結果、適正と認めます。

平成22年3月11日 監査 鈴　木　一　彦

監査 鈴　木　勇　二

補助金小計

総計

項目

合計

項目

登録料小計

運営費小計

会議旅費小計

事業費小計

参加料小計

=
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イ ①NHK 杯県大会 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 決算額 予算残高 備考

260,000 160,095 -99,905 一般会計支C-01

参加料 130,000 140,000 10,000 一般会計収C-01

県高総文祭部門費 80,000 20,095 -59,905 一般会計収D-01

専門部補助 50,000 0 -50,000 一般会計収D-04

260,000 160,095 -99,905

2　支出の部

予算額 決算額 予算残高 備考

A 報償費

A-01 審査員謝金 20,000 0 20,000 NHK以外の専門職審査員の場合1名

A-02 表彰費 45,000 42,760 2,240 楯(最優秀賞・優秀賞)

65,000 42,760 22,240

B 旅費 70,000 38,654 31,346

C 需用費

C-01 食糧費 50,000 43,564 6,436 審査員・係昼食

C-02 資料費 40,000 26,957 13,043 事務用品

90,000 70,521 19,479

D 役務費 20,000 8,160 11,840 郵券・手数料

E 予備費 15,000 0 15,000

260,000 160,095 99,905

3　残高

収入済額　-　支出済額　= 160,095 -160,095 0

監査の結果、適正と認めます。

平成21年9月2日 監査 鈴　木　一　彦

監査 鈴　木　勇　二

総計

項目

項目

報償費小計

需用費小計

一般会計より

内
訳

合計

==

 

 

・平成 21 年度第 2回理事会で決算報告済み。 
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ウ ②新人大会 

1　収入の部 (単位: 円)

更正予算額 決算額 予算残高 備考

260,000 240,850 -19,150 一般会計支C-03

参加料 150,000 177,000 27,000 一般会計収C-02

県高総文祭部門費 59,905 59,905 0 一般会計収D-01

専門部補助 50,095 3,945 -46,150 一般会計収D-04

260,000 240,850 -19,150

2　支出の部

更正予算額 決算額 予算残高 備考

A 報償費

A-01 審査員謝金 80,000 89,098 -9,098 22,222*4、振込手数料

A-02 表彰費 55,000 49,490 5,510 楯(最優秀賞・優秀賞)

135,000 138,588 -3,588

B 旅費 70,000 40,865 29,135

C 需用費

C-01 食糧費 40,000 36,704 3,296 審査員・係昼食

C-02 資料費 5,000 23,108 -18,108 事務用品

45,000 59,812 -14,812

D 役務費 5,000 1,585 3,415 郵券・上位大会手続き・手数料

E 予備費 5,000 0 5,000

260,000 240,850 19,150

3　残高

収入済額　-　支出済額　= 240,850 -240,850 0

監査の結果、適正と認めます。

平成22年2月10日 監査 鈴　木　一　彦

監査 鈴　木　勇　二

報償費小計

需用費小計

総計

項目

項目

一般会計より

内
訳

合計

=

 

 

・平成 21 年度第 3回理事会で決算報告済み。 

・更正予算(平成 21年度第 2回理事会で承認)による。 
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エ ③講習会 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 決算額 予算残高 備考

401,000 522,563 121,563 一般会計支C-03

セミナーサポート費 391,000 391,000 0 一般会計収D-02

強化費 50,000 50,000 一般会計収D-03

専門部補助 10,000 31,563 21,563 一般会計収D-04

研修費 50,000 50,000 一般会計収D-05

401,000 522,563 121,563

2　支出の部

予算額 決算額 予算残高 備考

A 報償費 120,000 111,110 8,890 講師謝礼@22,222/日(うち源泉徴収税額@2,222)

B 旅費

B-01 講師旅費 80,000 234,980 -154,980 高文連規定による定額

B-02 講師宿泊費 60,000 49,000 11,000 高文連規定による定額

140,000 283,980 -143,980

C 需用費

C-01 資料作成費 0 0

C-02 印刷代 100,000 92,400 7,600 テキスト@496.125*200部

C-03 教材作成費 0 0

C-04 講師昼食代 20,000 15,353 4,647 講師・役員

C-05 消耗品費 5,000 0 5,000

125,000 107,753 17,247

D 役務費

D-01 郵便料金 5,000 280 4,720

D-02 宅配料金 0 0

D-03 運搬費 0 0

D-04 振込手数料 5,000 840 4,160

D-05 その他通信費 0 0

10,000 1,120 8,880

E 予備費 6,000 18,600 -12,600 次年度会場費(次年度は項目を起こす)

401,000 522,563 -121,563

3　残高

収入済額　-　支出済額　= 522,563 -522,563 0

監査の結果、適正と認めます。

平成22年2月10日 監査 鈴　木　一　彦

監査 鈴　木　勇　二

旅費小計

需用費小計

総計

項目

項目

役務費小計

一般会計より

内
訳

合計

==

・平成 21 年度第 3回理事会で決算報告済み。 

・事業ごとの支出額は次のとおり。 

アナウンス朗読講習会(7/14)      0 円 (NHK 杯会計より 4,820) 

放送講習会(9/27)    231,780 円 

メディアコミュニケーションセミナー(10/8) 197,042 円 

アナウンス朗読講習会(12/25)    73,132 円 

番組講習会(1/9)     2,009 円 (盛岡支部より 5,000) 

次年度会場費      18,600 円 

合計      522,563 円 
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協議 2 平成 22年度役員 (改選期，理事校 22校) 

専門部長   岩手県立黒沢尻北高等学校長  上原耕太郎 

副専門部長   盛岡市立高等学校長   髙橋隆  事務局校 

副専門部長   岩手県立盛岡北高等学校長  池田博男 次期事務局校 

専門部代表理事  盛岡市立高等学校   鈴木勇二 事務局長 

専門部理事   盛岡市立高等学校   中嶋文恵 事務局 

専門部理事   盛岡市立高等学校   菊池博之 事務局 

専門部理事   盛岡市立高等学校   川村直子 事務局 

専門部理事   岩手県立盛岡第一高等学校  濱谷伸広 監事・平成 42～43 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡第一高等学校  杉本聖房 平成 42～43 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡第一高等学校  谷藤さなえ 平成 42～43 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡第二高等学校  小田諭  平成 32～33 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡第三高等学校  渡邊憲二 平成 34～35 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡第四高等学校  前川和男 平成 26～27 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡北高等学校  田口キヨ 監事・次期事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡北高等学校  佐々木香織 次期事務局校 

専門部理事   岩手県立不来方高等学校  新藤彰一 平成 36～37 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立不来方高等学校  平井恵美子 平成 36～37 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立杜陵高等学校単位制  佐藤英靖 

専門部理事   岩手県立杜陵高等学校単位制  後藤信夫 

専門部理事   岩手県立盛岡工業高等学校  畑中元毅 平成 38～39 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡工業高等学校  川守徹也 平成 38～39 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡商業高等学校  鈴木一彦 平成 40～41 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡商業高等学校  石倉節子 平成 40～41 年度事務局校 

専門部理事   岩手高等学校    松田満  盛岡支部理事・平成28～29年度事務局校 

専門部理事   岩手高等学校    竹本英三 平成 28～29 年度事務局校 

専門部理事   盛岡白百合学園高等学校  菅原浩  平成 30～31 年度事務局校 

専門部理事   盛岡白百合学園高等学校  熊谷奈穂 平成 30～31 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立花巻北高等学校  岡田伸一郎 花巻支部理事 

専門部理事   岩手県立黒沢尻北高等学校  芳賀範文 北上支部理事 

専門部理事   岩手県立黒沢尻北高等学校  曽我範晃 

専門部理事   専修大学北上高等学校   昆洋子 

専門部理事   専修大学北上高等学校   千田省一 

専門部理事   専修大学北上高等学校   野村学 

専門部理事   岩手県立岩谷堂高等学校  菊地達哉 NHK杯運営委員・全国高文連理事 

専門部理事   岩手県立岩谷堂高等学校  久慈千鶴子 奥州支部理事 

専門部理事   岩手県立岩谷堂高等学校  武藤秀郷 

専門部理事   岩手県立釜石高等学校   髙橋篤志 

専門部理事   岩手県立大槌高等学校   高橋啓  釜石支部理事 

専門部理事   岩手県立大槌高等学校   松橋郁子 

専門部理事   岩手県立宮古高等学校   大野浄美 宮古支部理事 

専門部理事   岩手県立宮古高等学校   阿部雄至 

専門部理事   岩手県立岩泉高等学校田野畑校  近藤史隆 

専門部理事   岩手県立岩泉高等学校田野畑校  上野葉登子 

専門部理事   岩手県立久慈高等学校   木村飛雄馬 久慈支部理事 

専門部理事   岩手県立福岡高等学校   笠川明香 二戸支部理事 

専門部理事   岩手県立福岡高等学校   鈴木耕二郎 

(空席) 一関支部理事・気仙支部理事 
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協議 3 平成 22年度事業計画ならびに予算 

(1) 事業計画 

・規約第 5条により，大会事業・講習会事業・顧問研修事業・その他の 4つで構成します。 

・NHK 杯県大会の要項は「協議 4」で，その他の主催事業の要項は第 2回理事会で協議します。 

・昨年度までの要項等は，放送専門部のウェブサイトでご覧ください。 

月 日 曜
事業名

(太字は生徒参加の事業)
会場

主催者
(太字は主催)

4 20 火 理事総会・第1回理事会 盛岡市立高校 放送専門部

6 8 火
第33回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第57回NHK杯全国高校放送コンテスト岩手県大会

県民会館 放送専門部・NHK

6
28
29
月
火
第10回東北高等学校アナウンス朗読コンテスト 細野地区活性化センター

東北高文連
主管事業

7 アナウンス朗読講習会 NHK盛岡放送局 放送専門部

7
21
24
水
土
第57回NHK杯全国高校放送コンテスト NHKホール他（東京） 全放連・NHK

7 24 土 Nコン番組制作セミナー NHKふれあいホール(東京) 全放連・NHK

8 3 火 全国高文連放送専門部都道府県代表者会議 清武町文化会館(宮崎) 全国高文連

8
4
5
水
木
第34回全国高等学校総合文化祭(宮崎大会)放送部門 清武町文化会館(宮崎) 全国高文連

9 第2回理事会 盛岡市立高校 放送専門部

9 19 日 放送講習会 おでってホール 放送専門部

9 東北地区高等学校文化連盟放送部会理事会 (福島県) 東北高文連

10 1 金 第33回岩手県高等学校総合文化祭総合開会式 二戸市民文化会館
県高文連
(二戸支部主管)

10 13 水 メディアコミュニケーションセミナー 県民会館他 放送専門部

11 9 火
第33回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第28回岩手県高等学校放送新人大会

県民会館 放送専門部

12 24 金 アナウンス朗読講習会 県民会館 放送専門部

12
26
27
日
月
校内放送指導者講座 千代田放送会館(東京) 全放連・NHK

1 番組講習会 (盛岡) 放送専門部

1
22
23
土
日
第14回東北高等学校放送コンテスト ビッグパレット福島(郡山) 東北高文連

2 第3回理事会・会計監査 盛岡市立高校 放送専門部

3 第58回NHK杯全国高校放送コンテスト担当者会議 千代田放送会館(東京) 全放連・NHK

3 番組講習会 (盛岡)
放送専門部
盛岡支部

下旬

下旬

上旬

中旬

上旬

下旬

中旬

 

ア 大会事業 

①主催大会…いずれも第 33 回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会，ならびに上位大会の県

予選として開催します。参加申込み締切は，大会 3 週間前を原則とします。次の日程原則に

より，上表のとおり会場を確保しています。 

・NHK 杯県大会(県民会館) 6月第 2週の火曜(6/8) 

・新人大会(県民会館) 11 月第 2週の火曜(11/9) 

キャンペーン部門のキーワードは「あこがれ」 
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②上位大会…要項等は放送専門部のウェブサイトでご覧ください。 

・第 11 回東北高等学校アナウンス朗読コンテスト(安比) 6/28-29 担当:菊地達哉 

http://www2.iwate-ed.jp/housou/anarou/ 岩手県高文連放送専門部の主管で実施。夏の全国

大会アナ朗代表対象。 

・第 57 回 NHK 杯全国高校放送コンテスト(東京) 7/21-24 担当:菊地達哉 

http://www.nhkk.or.jp/ncon/ncon_h/ NHK 杯県大会の上位大会。番組のメディアは，

DVD-Video(テレビ)と CD-DA(ラジオ)に今年度から変更。全国大会についての詳細は 6/8

の代表校打合せにて説明します。 

・第 34 回全国高等学校総合文化祭放送部門(宮崎) 8/4-5 担当:菊地達哉 

http://www.miyazaki-soubun.jp/ 平成 21 年度新人大会の上位大会。代表は次のとおり。 

・アナウンス部門…宮古・舘洞ひかり，盛岡第一・饗庭佑奈，盛岡白百合・井形美紀 

・朗読部門…宮古・船越絵雅，盛岡第二・伊藤咲希，盛岡第一・小笠原舞子 

・ビデオメッセージ部門…岩手，黒沢尻北 

・オーディオピクチャー部門…宮古 

準備日程は次のとおり。 

・4/26(月)参加申込書・参加者調査票・参加者名簿集約(郵送等) → 県高文連 

・4/28(水)部門別参加票集約(メール) → 岩谷堂高 菊地達哉 

・5/ 6(木)部門別参加票・作品・書類等一式集約(郵送等) → 岩谷堂高 菊地達哉 

・5/ 6(木)～12(水)宮崎県事務局受付期間 

・第 14 回東北高等学校放送コンテスト(郡山) 1/22-23 担当: 鈴木勇二 

新人大会の上位大会。キャンペーン部門のキーワードは「あこがれ」 

メディアは NHK 杯に準じて検討する(DVD-video・CD-DA)。9 月の東北理事会で確定。 

・第 35 回全国高等学校総合文化祭放送部門(郡山) 平成 23 年 8/6-7 

新人大会の上位大会。番組のメディアに DVD-Video(テレビ)と CD-DA(ラジオ)を加える予

定(現行は miniD と MD)。 

イ 講習会事業 

①主催講習会…いずれの講習会も，セミナーサポート事業として開催します。参加申込み締切

は，開催 2 週間前を原則とします。次の日程原則により，前ページのとおり会場を確保して

います。 

・アナウンス朗読講習会(1)(NHK 盛岡局?) 7月中旬 

NHK 杯全国大会・全国総文祭のアナウンス部門・朗読部門代表対象 

・放送講習会(おでってホール) 敬老の日の前日(9/19) 

兵庫県立小野高校放送部を招聘。校内放送活動についての講習 

・メディアコミュニケーションセミナー(県民会館) 体育の日の翌々日(10/13) 

TVI・IBC の専門家による部門別(アナウンス・朗読・テレビ・ラジオ)講習 

・アナウンス朗読講習会(2)(県民会館) 12 月下旬(12/24) 

東北大会アナウンス部門・朗読部門代表対象 

・番組講習会(1)(テレビ岩手?) 1 月上旬 東北大会代表対象 

・番組講習会(2)(アイーナ?) 3 月下旬 盛岡支部主催 
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②上位大会関連・協力事業関連…放送専門部のウェブサイト，メーリングリスト等で随時お知

らせします。 

・Nコン番組制作セミナー，短歌甲子園司会講習会，交通安全テレビ CM講習会，他 

ウ 顧問研修事業 

校内放送指導者講座(12/26-27，東京)への派遣と参加補助をおこないます。また，他県の研修

会・講習会等の行事について，メーリングリストでご案内します。 

エ その他の事業 

① 部員数調査…4月に実施し，メーリングリストと第 2回理事会で報告します。 

② 県内諸団体からの後援・協力依頼によるもの…県高総文祭総合開会式，高総体開会式，い

わて教育の日記念行事，県内マスコミからの協力依頼(IAT 純情応援歌，IATシリーズ卒業等)

等について協力します。 

県高総文祭総合開会式の担当は次のとおりです。 

・平成 22 年(第 33 回)…二戸支部，福岡高校主管 

・平成 23 年(第 34 回)…盛岡支部，盛岡白百合学園高校主管 

・平成 24 年(第 35 回)…気仙支部 

高総体開会式司会については，高体連から推薦依頼により黒沢尻北(4 名)に依頼の予定です。 

③ 平成 23年度北東北総体への協力…主担当(総合開会式)の青森県・青森工業高校の大川智紀

先生から，開会式前に流すビデオの共同制作が打診されています。北東北総体の競技や運営

に携わる人をテーマにテレビドキュメントを制作し，個別の会場でも上映を働きかけたいと

のことです。各校での制作協力をお願いします。なお，北東北総体の県内会場は次のとおり

です。 

岩手県内の競技種目別大会 

盛岡市 水泳(競泳・飛込)・弓道  一関市 体操(体操競技) 

花巻市 ハンドボール・ボート  宮古市 レスリング・ヨット 

北上市 陸上競技    岩手町 ホッケー 

奥州市 ウエイトリフティング 

④ 高文連表彰…県高文連表彰規定により，次に該当するものを推薦します。第 2 回理事会で

報告します。 

・連盟賞(生徒表彰)…平成 21年 9 月 1日～平成 22年 8 月 31 日に全国大会(総文祭・NHK 杯な

ど)で優良賞(3 位)以内に入賞した個人及び部(団体)。 

・功労賞(教職員表彰)…平成 21年 4 月 1日～平成 22 年 3 月 31日に退職した教職員で，専門

部長・常任理事(専門部事務局長等)経験者，指導者として全国大会優良賞(3 位)以内に入賞

させた方，指導者として全国大会に 10 回以上出品・出演させた方のいずれかにあたる方を

専門部として推薦します。該当の方をお知らせください。 

⑤ 役員選出に関する細則 別表の検討…平成 23 年度第 3 回理事会の議題ですが，各校の状況

の変化により，理事校の加除と事務局の輪番について，随時検討します。 
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(2) 予算 

ア 一般会計 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 前年度予算額 前年度決算額 増減 備考

A 前年度繰越 155,542 243,336 243,336 -87,794

B 登録料

B-01 学校登録料 120,000 120,000 120,000 0 NHK杯県大会参加校1校あたり6,000

B-02 個人登録料 80,000 80,000 79,500 0 講習会参加生徒1人あたり500

200,000 200,000 199,500 0

C 参加料

C-01 NHK杯県大会参加料 140,000 130,000 140,000 10,000 1エントリーあたり1,000

C-02 新人大会参加料 170,000 150,000 177,000 20,000 1エントリーあたり1,000

310,000 280,000 317,000 30,000

D 補助金

D-01 県高総文祭部門費 80,000 80,000 80,000 0 NHK杯・新人大会

D-02 セミナーサポート費 400,000 391,000 391,000 9,000 講習会

D-03 強化費 50,000 50,000 50,000 0 講習会

D-04 専門部補助 170,000 170,000 170,000 0 講習会・新人大会

D-05 研修費 50,000 50,000 50,000 0 講習会

750,000 741,000 741,000 9,000

E 雑収入 458 664 204 -206 利子

1,416,000 1,465,000 1,501,040 -49,000

2　支出の部

予算額 前年度予算額 前年度決算額 増減 備考

A 運営費

A-01 分担金 10,000 10,000 10,000 0 東北高文連放送部会費

A-02 事務費 5,000 10,000 2,701 -5,000 事務費・通信費・会議費

15,000 20,000 12,701 -5,000

B 会議旅費

B-01 諸会議 40,000 70,000 30,069 -30,000 第3回理事会

B-02 県外諸会議 180,000 120,000 163,015 60,000 東北・全国会議

220,000 190,000 193,084 30,000

C 事業費

C-01 NHK杯県大会 190,000 260,000 160,095 -70,000 事業予算・決算別途

C-02 新人大会 240,000 260,000 240,850 -20,000 事業予算・決算別途

C-03 講習会 600,000 401,000 522,563 199,000 事業予算・決算別途

C-04 研修事業 150,000 240,000 216,205 -90,000 全国研修会等派遣補助

1,180,000 1,161,000 1,139,713 19,000

D 予備費 1,000 94,000 0 -93,000

1,416,000 1,465,000 1,345,498 -49,000総計

項目

合計

項目

登録料小計

運営費小計

会議旅費小計

事業費小計

参加料小計

補助金小計

 



 - 15 - 

イ 事業費会計①NHK 杯県大会 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 前年度予算額 前年度決算額 増減 備考

190,000 260,000 160,095 -70,000 一般会計支C-01

参加料 140,000 130,000 140,000 10,000 一般会計収C-01

県高総文祭部門費 50,000 80,000 20,095 -30,000 一般会計収D-01

50,000 0 -50,000 専門部補助

190,000 260,000 160,095 -70,000

2　支出の部

予算額 前年度予算額 前年度決算額 増減 備考

A 報償費

A-01 審査員謝金 20,000 20,000 0 0 NHK以外の専門職審査員の場合1名

A-02 表彰費 45,000 45,000 42,760 0 楯(最優秀賞・優秀賞)

65,000 65,000 42,760 0

B 旅費 40,000 70,000 38,654 -30,000

C 需用費

C-01 食糧費 45,000 50,000 43,564 -5,000 審査員・係昼食

C-02 資料費 25,000 40,000 26,957 -15,000 事務用品

70,000 90,000 70,521 -20,000

D 役務費 10,000 20,000 8,160 -10,000 郵券・手数料

E 予備費 5,000 15,000 0 -10,000

190,000 260,000 160,095 -70,000

報償費小計

需用費小計

一般会計より

合計

総計

項目

項目

内
訳

（廃止項目)
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ウ 事業費会計②新人大会 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 前年度予算額 前年度決算額 増減 備考

240,000 260,000 240,850 -20,000 一般会計支C-03

参加料 170,000 150,000 177,000 20,000 一般会計収C-02

県高総文祭部門費 30,000 59,905 59,905 -29,905 一般会計収D-01

専門部補助 40,000 50,095 3,945 -10,095 一般会計収D-04

240,000 260,000 240,850 -20,000

2　支出の部

予算額 前年度予算額 前年度決算額 増減 備考

A 報償費

A-01 審査員謝金 90,000 80,000 89,098 10,000 22,222*4、振込手数料

A-02 表彰費 50,000 55,000 49,490 -5,000 楯(最優秀賞・優秀賞)

140,000 135,000 138,588 5,000

B 旅費 40,000 70,000 40,865 -30,000

C 需用費

C-01 食糧費 40,000 40,000 36,704 0 審査員・係昼食

C-02 資料費 10,000 5,000 23,108 5,000 事務用品

50,000 45,000 59,812 5,000

D 役務費 5,000 5,000 1,585 0 郵券・上位大会手続き・手数料

E 予備費 5,000 5,000 0 0

240,000 260,000 240,850 -20,000

報償費小計

需用費小計

総計

項目

項目

一般会計より

内
訳

合計
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エ 事業費会計③講習会 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 前年度予算額 前年度決算額 増減 備考

600,000 401,000 522,563 199,000 一般会計支C-03

セミナーサポート費 400,000 391,000 391,000 9,000 一般会計収D-02

強化費 50,000 50,000 50,000 一般会計収D-03

専門部補助 100,000 10,000 31,563 90,000 一般会計収D-04

研修費 50,000 50,000 50,000 一般会計収D-05

600,000 401,000 522,563 199,000

2　支出の部

予算額 前年度予算額 前年度決算額 増減 備考

A 報償費 120,000 120,000 111,110 講師謝礼@22,222/日(うち源泉徴収税額@2,222)

B 旅費

B-01 講師旅費 260,000 80,000 234,980 180,000 高文連規定による定額

B-02 講師宿泊費 70,000 60,000 49,000 10,000 高文連規定による定額

330,000 140,000 283,980 190,000

C 需用費

C-01 資料作成費 0 0

C-02 印刷代 95,000 100,000 92,400 -5,000 テキスト@496.125*200部

C-03 教材作成費 0 0

C-04 講師昼食代 18,000 20,000 15,353 -2,000 講師・役員

C-05 消耗品費 5,000 0 -5,000

113,000 125,000 107,753 -12,000

D 役務費

D-01 郵便料金 1,000 5,000 280 -4,000

D-02 宅配料金 0 0

D-03 運搬費 0 0

D-04 振込手数料 1,000 5,000 840 -4,000

D-05 その他通信費 0 0

2,000 10,000 1,120 -8,000

E 使用料・貸借料

E-01 会場費 20,000 20,000

E-02 機器使用料 10,000 10,000

30,000 0 0 22,000

F 予備費 5,000 6,000 18,600 -1,000

600,000 401,000 522,563 169,000総計

項目

項目

役務費小計

一般会計より

内
訳

合計

使用料・貸借料小計

旅費小計

需用費小計
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協議 4 NHK 杯県大会要項 

第 33 回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼 

第 57 回 NHK杯全国高校放送コンテスト岩手県大会 開催要項 

1. 目的 

現代に生きる高校生の豊かな人間性の育成と，未来へ

の展望をもつ人間としての成長をめざし，校内放送活動

をメディアリテラシーの実践として位置づけ，情報発信

としての放送活動の発展をはかる。大会は，岩手県高等

学校総合文化祭の一環，ならびに第 57回 NHK杯全国高

校放送コンテストの予選として実施する。 

2. 主催 

岩手県教育委員会・岩手県高等学校文化連盟・NHK盛

岡放送局 

3. 主管 

岩手県高等学校総合文化祭実行委員会・岩手県高等学

校文化連盟放送専門部 

4. 後援 

岩手県高等学校長協会・岩手県高等学校教育研究会・

盛岡市教育委員会・報道各社 

5. 日時 

平成 22年 6月 8日(火) 9:00～16:30 

詳細については，後日参加校に実施要項を送付する。 

6. 会場 

岩手県民会館 〒020-0023 岩手県盛岡市内丸 13-1 

電話 019-624-1171 

7. 開催部門とエントリー数 

(1)アナウンス部門     各校 5名以内 

(2)朗読部門        各校 5名以内 

(3)ラジオドキュメント部門 各校 2本以内 

(4)テレビドキュメント部門 各校 2本以内 

(5)創作ラジオドラマ部門  各校 2本以内 

(6)創作テレビドラマ部門  各校 2本以内 

8. 審査員 

専門職審査員および教育職審査員による。 

9. 表彰と全国大会推薦 

(1)アナウンス部門・朗読部門 

最優秀賞 1 賞状・副賞(楯)…全国大会推薦 

優秀賞  2 賞状・副賞(楯)…全国大会推薦 

優良賞  3 賞状 …全国大会推薦 

奨励賞  4 賞状 

(2)ラジオ・テレビドキュメント部門 

最優秀賞 1 賞状・副賞(楯)…全国大会推薦 

優秀賞  1 賞状・副賞(楯)…全国大会推薦 

優良賞  2 賞状…全国大会推薦 

(3)創作ラジオ・テレビドラマ部門 

最優秀賞 1 賞状・副賞(楯)…全国大会推薦 

優秀賞  1 賞状・副賞(楯)…全国大会推薦 

(4)番組の 4部門の全国大会推薦は，同一部門 1校 1本

以内。エントリー数によって表彰数を変更すること

がある。 

10. 各種規定 

第 57回 NHK杯全国高校放送コンテスト要項「校内放

送研究 No.151」のうち，専ら全国大会の規定である部

分を除く。県大会に適用される規定は「校内放送研究 

No.151」の次の各項目であること。 

・3ページ(開催要項)1・2・3・7 

・4ページ(参加規定)1・2・5 

・6・7ページ(アナ朗部門規定)1・2・3・8 

・8～15ページ(番組各部門規定)1・2・3・4・9・10 

「校内放送研究 No.151」ならびに各種様式は，放送専

門部のウェブサイトからダウンロードすること。 

11. エントリー手続き・提出物 

別表の一覧のとおりとする。 

12. その他 

(1)この大会のために集められた個人情報(所属学校名，

氏名，学年，性別，入賞者の成績)については，大会

の実施，主催者に関連する記録物(印刷媒体，ウェブ

サイト，放送等)，大会成績の報道機関への提供以外

には使用しない。 

(2)使用著作物については，著作隣接権を含め，権利者

の許諾を得るとともに，制作者の責任において権利

関係を適切に処理すること。 

(3)応募された番組などは，放送等で公開されることが

ある。制作にあたっては，番組に登場する著作物の

著作者や出演者，協力していただいた方々などから，

公開の承諾を得ておくこと。 
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別表 手続一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 理事ならびに引率顧問の皆様には，運営と審査を分担していただきます。 

運営・審査をお願いする皆様には，当日の昼食を準備いたします。 

実施要項(エントリー番号，係分担，日程の詳細等)は，エントリー確定後，連絡いたします。 

 内容・方法 締切 

エントリー手

続き 

参加申込書 

メールで事務局に送付する。 

様式は放送専門部のウェブサイトからダウンロードすること。 

http://www2.iwate-ed.jp/housou/ 

送付先: y-suzuki16@mor-c.iwate-ed.jp 

負担金 

(1) 参加料: 各部門とも1名(1本)につき，1,000円 

(2) 学校登録料: 参加1校につき，6,000円 

(1)(2)の合計額を次の口座に学校名で振込むこと。 

岩手(いわて)銀行 上田(うえだ)支店 普通 ２０２３３７２ 

岩手県高等学校文化連盟放送専門部 

専門部長 上原耕太郎(かんばらこうたろう) 

振込手数料は各校負担，負担金の領収書は銀行発行のものとする。 

5月18日(火) 

17:00必着 

全部門の原稿または台本各3部 

事務局に郵便等で送付する。費用は各校負担。 

様式は放送専門部のウェブサイトからダウンロードすること。 

http://www2.iwate-ed.jp/housou/ 

送付先: 〒020-0053 盛岡市上太田上川原96 

盛岡市立高校内  高文連放送専門部事務局  鈴木勇二 

6月7日(月) 

正午必着 

提出物 

番組4部門の作品(CDまたはDVD) 

大会当日，部門の発表会場で提出する。作品本体とケースには，油性ペン等で，次

の内容を記入すること。書式は指定しない。 

部門名・エントリー番号，学校名，番組名 

バックアップを，要項「校内放送研究 No.151」のとおり持参すること 

6月8日(火) 

 

上位大会等は次のとおり。 

・第10回東北高等学校アナウンス朗読コンテスト 

6月28日(月)～29日(火) 安比高原細野地区活性化センター アナ朗の全国大会進出者対象 

・アナウンス朗読講習会(1) 

7月中旬 NHK盛岡放送局 アナ朗の全国大会進出者対象 講師: NHKアナウンサー 

・第57回NHK杯全国高校放送コンテスト全国大会 

7月21日(水)～24日(土) 国立オリンピック記念青少年総合センター，NHKホール 
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協議 5 全国高総文祭放送部門表彰等見直し提案 

(1) 全国総文祭放送部門の表彰 

・早ければ平成 23 年から，文部科学大臣賞・文化庁長官賞を，都道府県単位で出す方向。都道府

県ごとの成績集計方法については，平成 22 年 4 月に，各県からの提案が求められている。 

(2) 成績集計方法の案 その 1 (平成 20 年 8 月岩手案) 

・前提…従来の部門の規定等を変更しない。各県アナウンス 3・朗読 3・AP1・VM2 で，県ごとの発

表，全発表通しで 1回審査。 

・順位の付け方 

・手順(1)都道府県ごとの優秀賞・特別賞の合計数が多い方を上位とする 

・手順(2)優秀賞の多い方を上位とする 

・手順(3)入賞部門の多い方を上位とする 

・手順(4)入賞校の多い方を上位とする 

・手順(5)以上で決しない場合，大会実行委員長(全国高総文祭放送部会長)に一任 

(3) 成績集計方法の案 その 2 (平成 21 年 8 月埼玉案) 

・前提…県ごとにまとめた発表はやめる。エントリー番号は無作為にあてる。 

・各部門の発表を 4つ程度のブロックに分け，1ブロック当たりの表彰数をあらかじめ決め，その

入賞数を集計して文部科学大臣賞・文化庁長官賞を，都道府県単位で出す。 

(4) 成績集計方法の案 その 3 (平成 22 年岩手案) 

・前提…個別の表彰をせず，すべての部門で，県単位の審査・表彰とする。 

・各部門の発表を，24 ずつの 2ブロックに分け，1 ブロック当たりの表彰数をあらかじめ決めてお

く。また，それぞれの 1 位同士で決勝戦を公開でおこない，1 位に文部科学大臣賞，2 位に文化

庁長官賞を授与する。 

・アナウンス部門…3人で一つの発表(郷土の話題)をする。時間は 4分以上 4分 30 秒以内。審査は

3人の発表全体に対しておこなう。3人の持ち時間は特に定めない。3人がすべてアナウンスをす

ること，3 人が複数校の生徒であること，静止画(15 枚以内，当日持参)の送出は 3 人の中で(交

代で)おこなうこと，発表の中にそれぞれの校名と氏名が入ること，「以上…でした」の文で終わ

ることを規定する。原稿の提出はしない。エントリー時には，発表概要のみ届け出る。決勝では，

時間を 4分 30 秒以上 5分以内に変更する。 

・朗読部門…3 人で一つの発表(郷土にゆかりのある作品・作家の作品)をする。時間は 4 分以上 4

分 30 秒以内。審査は 3人の発表全体に対しておこなう。3人の持ち時間は特に定めない。3人が

すべて朗読をすること，3人が複数校の生徒であること，BG(当日持参)の送出は 3人の中で(交代

で)おこなうこと，発表のはじめに 3 人の校名と氏名を述べることを規定する。原稿は当日提出

する。エントリー時には，発表概要のみ届け出る。決勝では，時間を 4 分 30 秒以上 6 分以内に

変更する。 

・ビデオメッセージ部門・AP 部門…ともに，複数校(2 校)で制作した番組 1本で参加する。時間は

10 分以内。番組は当日提出する。エントリー時には，発表概要のみ届け出る。 

 

 

協議 6 その他 
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連絡 1 放送専門部の連絡方法 

 

(1) 放送専門部ウェブサイトについて 

放送専門部のウェブサイトをご利用ください。 http://www2.iwate-ed.jp/housou/ 

(2) 放送専門部顧問メーリングリストについて 

放送専門部顧問のメールアドレスを登録したメーリングリストを設けています。また，連絡は原則

としてメーリングリストまたは個別のメールによりますので，一日一度はメールの確認をお願いし

ます。なお，上位大会では，手続きをすべてメールやウェブでおこなっています。 

(3) 事務局からの文書発送について 

事務局からの文書は，公立高校へは GWWで，私立高校へはメール添付で送付します。同時に，放

送専門部のウェブサイトにもデータを掲載しダウンロードできるようにします。また，その都度，

メーリングリストまたは個別のメールで周知します。 

(4) 部員数調査について 

事業計画の基礎資料として，部員数等の調査をおこないます。4月 28 日(水)までに回答をお願いし

ます。 
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連絡 2 平成 23 年度以降の予定 

(1) 確定している日程 

月 日 曜
事業名

(太字は生徒参加の事業)
会場

主催者
(太字は主催)

4 理事総会・第1回理事会 盛岡市立高校 放送専門部

6 7 火
第34回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第58回NHK杯全国高校放送コンテスト岩手県大会

県民会館 放送専門部・NHK

6
27
28
月
火
第11回東北高等学校アナウンス朗読コンテスト 細野地区活性化センター

東北高文連
主管事業

7 アナウンス朗読講習会 NHK盛岡放送局 放送専門部

7
25
28
月
木
第58回NHK杯全国高校放送コンテスト NHKホール他（東京） 全放連・NHK

7 28 木 Nコン番組制作セミナー (東京) 全放連・NHK

8 5 金 全国高文連放送専門部都道府県代表者会議 (福島県) 全国高文連

8
6
7
土
日
第35回全国高等学校総合文化祭(福島大会)放送部門 ビックパレット福島(郡山) 全国高文連

9 第2回理事会 盛岡市立高校 放送専門部

9 18 日 放送講習会 (盛岡) 放送専門部

9 東北地区高等学校文化連盟放送部会理事会 (青森県) 東北高文連

10 7 金 第34回岩手県高等学校総合文化祭総合開会式 県民会館
県高文連
(盛岡支部主管)

10 12 水 メディアコミュニケーションセミナー 県民会館他 放送専門部

11 8 火
第34回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第29回岩手県高等学校放送新人大会

県民会館 放送専門部

12 アナウンス朗読講習会 (盛岡) 放送専門部

12 校内放送指導者講座 千代田放送会館(東京) 全放連・NHK

1 番組講習会 (盛岡) 放送専門部

2 第15回東北高等学校放送コンテスト (青森県) 東北高文連

2 第3回理事会・会計監査，盛岡北高校へ引継ぎ 盛岡市立高校 放送専門部

3 第59回NHK杯全国高校放送コンテスト担当者会議 千代田放送会館(東京) 全放連・NHK下旬

中旬

下旬

下旬

上旬

上旬

中旬

中旬

上旬

下旬

 

(2) 平成 23 年度以降の上位大会 

ア NHK 杯全国高校放送コンテスト全国大会決勝の日 

平成 23 年 7 月 28 日(木)   平成 24 年 7 月 26 日(木)   平成 25 年 7 月 25 日(木) 

イ 全国高等学校総合文化祭開催県 

平成 23 年福島県→平成 24 年富山県→平成 25 年長崎県→平成 26 年茨城県 

ウ 東北高等学校放送コンテスト開催県 

平成 23 年度青森県→平成 24 年度岩手県→平成 25 年度宮城県→平成 26 年度山形県→平成 27 年

度秋田県。秋田から時計回りを原則とする。21 年度からのローテーションでは，23 年度の全国

総文祭に備えて 22 年度に福島県を入れ，他をずらす。 

 

連絡 3 その他 
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岩手県高等学校文化連盟放送専門部規約 

 

第 1章 総則 

第 1条(名称) 

本専門部は，岩手県高等学校文化連盟放送専門部と称

し，岩手県高等学校文化連盟に所属する。 

第 2条(事務局) 

本専門部は，事務局を専門部長が委嘱する学校に置

く。 

第 3条(構成) 

本専門部は，岩手県高等学校文化連盟加盟校の放

送・視聴覚等の部・委員会等(以下「放送部等」という)

により構成する。 

2  本専門部に岩手県高等学校文化連盟が定める 10 支

部(盛岡，花巻，北上，奥州，一関，気仙，釜石，宮古，

久慈，二戸)を置く。 

 

第 2章 目的及び事業 

第 4条(目的) 

本専門部は，岩手県高等学校文化連盟の掲げる目的

に即して，放送部等の相互理解と，校内放送活動の育

成，振興，ならびに健全な発展に寄与することを目的

とする。 

第 5条(事業) 

本専門部は，前条の目的達成のために，次の事業を

行う。 

(1) 大会，講習会，研修会の開催に関すること。(NHK

杯全国高校放送コンテスト岩手県大会，岩手県高等

学校放送新人大会等) 

(2) 放送部等の情報交換および連絡に関すること。 

(3) 校内放送活動の研究に関すること。 

(4) 関係機関との情報交換および交流に関すること。 

(5) その他目的達成に必要な事業 

 

第 3章 役員 

第 6条(役員) 

本専門部に次の役員を置く。 

(1) 専門部長  1名 

(2) 副専門部長 若干名 

(3) 専門部代表理事(事務局長) 1 名 

(4) 専門部理事 若干名 

(5) 支部理事  各支部 1名(10名) 

(6) 監事    2名 

第 7条(事務局) 

本専門部事務局に次の事務局員を置く。 

(1) 事務局長(専門部代表理事) 1 名 

(2) 庶務担当 若干名 

(3) 会計担当 若干名 

第 8条(職務) 

役員の職務は次のとおりとする。 

(1) 専門部長は，本専門部を代表し，会務を統轄する。 

(2) 副専門部長は，専門部長を補佐し，専門部長に事

故あるときは，その職務を代行する。 

(3) 専門部代表理事は，理事会を統括し，事務局長と

して会務を処理する。 

(4) 専門部理事は，理事会を組織し，会務を処理する。 

(5) 監事は，業務の監督及び会計の監査を行う。 

(6) 事務局員は，本専門部の事務を処理する。 

第 9条(選出) 

役員の選出は次のとおりとする。 

(1) 専門部長は，岩手県高等学校長協会の推薦により，

理事総会で承認する。 

(2) 副専門部長は，理事総会の推薦により，専門部長

が委嘱する。 

(3) 専門部代表理事(事務局長)，専門部理事，監事は，

理事総会の推薦により，専門部長が委嘱する。 

(4) 支部理事は，専門部理事より各支部で選出し，理

事総会で承認する。 

(5) 事務局員は，専門部長が委嘱する。 

2  役員の重任は妨げない。 



 - 24 - 

第 10条(任期) 

役員の任期は 2年とする。ただし，再任を妨げない。 

2  役員に欠員が生じたときは補充することができる。 

 

第 4章 会議 

第 11条(会議) 

本専門部の会議は次のとおりとする。 

(1) 理事総会 本専門部役員全員で構成する。理事総

会は本専門部の最高決議機関であり，毎年 1回専門

部長が招集する。 

(2) 理事会 専門部長，副専門部長，専門部代表理事

(事務局長)，専門部理事で構成する。必要に応じて

専門部長が招集する。 

(3) 事業実行委員会 主催事業毎，ならびに上位大会

を主管する毎に組織する。必要に応じて専門部長が

招集する。 

第 12条(会議に付議すべき事項) 

(1) 理事総会 

① 事業報告および決算 

② 事業計画および予算 

③ 役員の選出 

④ 規約の改定 

⑤ その他特に必要な事項 

(2) 理事会 

① 理事総会から委嘱された事項 

② 細則の改定 

③ 加盟団体から提案された事項 

④ その他必要な事項 

第 13条(議決) 

会議は構成校の 3分の 2以上の出席で成立するもの

とし，委任状はこれを認める。 

2  議決は出席者の過半数の賛否により決定する。ただ

し 1校 1票とする。 

 

第 5章 会計 

第 14条(会計) 

本連盟の経費は，登録料・参加料・補助金(岩手県高

等学校文化連盟等)・寄付金及びその他の収入をもって，

これにあてる。 

第 15条(会計年度) 

本専門部の会計年度は当年 4月 1日から翌年の 3月

31日までとする。 

第 16条(会計経理) 

本専門部の会計は，別に定める会計事務に関する細

則による。 

 

附則 

1  この規約は，理事総会の議決によらなければ変更す

ることができない。 

2  この規約の実行に必要な細則は，理事会の議決をへ

て別に定める。 

3  この規約は，平成 13年 4月 1日から施行する。 

4  この規約は，平成 15年 4月から施行する。 

5  この規約は，平成 18年 4月から施行する。 

6  この規約は，平成 20年 4月から施行する。 

7  この規約は，平成 21年 4月から施行する。 
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役員選出に関する細則 

 

第 1条(趣旨) 

この細則は，岩手県高等学校文化連盟放送専門部規

約の附則に基づき，同規約第 6 条および第 9 条による

役員選出について定めるものである。 

第 2条(役員選出の原案) 

役員の選出については，別表 1 により原案を作成す

る。事務局については第 3条で定める。 

第 3条(事務局の輪番) 

事務局は，2年交代の輪番制とする。 

2  輪番制の対象校は盛岡支部内の専門部理事担当校と

する。 

3  輪番制の詳細については，別表 2による。 

 

附則 

1  この細則は理事会の議により改定することができる。 

2  別表 1および別表 2は，事務局が交代する直前の理

事会で改定することを原則とする。 

3  この細則は，平成 13年 4月 1日から施行する。 

4  この細則は，平成 16年 4月から施行する。 

5  この細則は，平成 17年 4月から施行する。 

6  この細則は，平成 20年 4月から施行する。 

7  この細則は，平成 21年 4月から施行する。 

 

別表 1 役員案作成に関する事項 

専門部長 岩手県高等学校長協会の推薦による。 

副専門部長 事務局校の校長ならびに次期事務局校の

校長とする。 

専門部代表理事(事務局長) 事務局校の専門部理事と

する。 

専門部理事 大会(NHK杯全国高校放送コンテスト岩手

県大会，岩手県高等学校放送新人大会等)に参加す

る学校ならびに盛岡支部の学校を原則とする。 

監事 前事務局校と次期事務局校とする。 

 

備考 専門部長について2009(平成21)年4月の岩手県

高等学校長協会の推薦は，岩手県立黒沢尻北高等

学校長。 

別表 2 事務局の輪番に関する事項 

1 盛岡白百合学園 1996～1997 年度 

2 盛岡第二  (インターハイ式典) 

3 盛岡第三    1998～1999 年度 

4 盛岡南     2000～2001 年度 

5 不来方     2002～2003 年度 

6 盛岡工業    2004～2005 年度 

7 盛岡商業    2006～2007 年度 

8 盛岡第一    平成 20～21 年度 

9 盛岡市立    平成 22～23 年度 

10 盛岡北     平成 24～25 年度 

11 盛岡第四    平成 26～27 年度 

12 岩手      平成 28～29 年度 

(12 番の次は 1番に戻る) 

 

備考①輪番制は平成 8年度から実施している。 

②輪番については，記載順を原則とする。 
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会計事務に関する細則 

 

第 1条(趣旨) 

この細則は，岩手県高等学校文化連盟放送専門部規

約の附則に基づき，同規約第 14条による会計事務の執

行について定めるものである。 

第 2条(会計事務) 

会計事務は，専門部長の指導のもと，事務局長が担

当する。 

2  予算書は，事務局長が作成し，理事総会の議を経な

ければならない。 

3  収納した現金は，確実な金融機関に預金し，事務局

長が保管する。 

4  事務局長は，予算書および関係書類を照合し，その

内容金額を適正時期に支出する。受領した領収証は厳

重に保管し，速やかに記帳処理を行う。 

5  決算書は，会計年度終了後速やかに作成し，監査後，

理事総会の承認を得なければならない。 

第 3条(登録料) 

登録料は，次のとおりとする。納期は理事会で定め

る。 

(1) 学校登録料 NHK杯全国高校放送コンテスト岩手

県大会に参加する加盟校1校あたり，年額6,000円。 

(2) 個人登録料 講習会に参加する 1・2 年の生徒 1

人あたり，年額 500 円。 

第 4条(参加料) 

本専門部の主催する事業の参加料，ならびに納期は，

理事会で定める。 

第 5条(旅費) 

旅費は，岩手県高等学校文化連盟旅費規程による。 

第 6条(事業費) 

本専門部が主催する事業については，放送専門部一

般会計から相当額の事業費を支出し，その都度予算書

を作成し，理事会の議を経て執行する。予算書は，事

務局長が作成する。 

2  事業終了後は，速やかに決算書を作成し，監査後，

理事会の承認を得なければならない。 

 

附則 

1  この細則は理事会の議により改定することができる。 

2  この細則は，平成 13年 4月 1日から施行する。 

3  この細則は，平成 20年 4月から施行する。 

4  この細則は，平成 21年 4月から施行する。 
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岩手県高等学校文化連盟旅費規程 (参考資料) 

 

第 1条(趣旨) 

この規定は岩手県高等学校文化連盟会計規定第 2 条

により，旅費に関し必要な事項を定めるものとする。 

第 2条(旅費の支給) 

岩手県高等学校文化連盟加盟校の職員(以下，「加盟

校職員」という。)が岩手県高等学校文化連盟(以下，

「県高文連」という。)の主催する事業を遂行するため

に旅行する場合には，当該加盟校職員に対し，旅費を

支給する。 

2  前項の規定に関わらず，加盟校職員が県高文連の主

催する大会(以下，「主催大会」という。)等に，参加生

徒を引率する業務を兼ねて従事する場合には，旅費を

支給しない。 

3  加盟校職員以外の者が，県高文連の依頼に応じ，県

高文連の主催する事業の遂行を補助するために旅行し

た場合には，その者に対し旅費を支給する。 

第 3条(旅費の種類) 

旅費の種類は，交通費，現地経費，宿泊料とする。 

第 4条(交通費) 

交通費は，鉄道賃，船賃，航空賃，車賃とし，旅行

の経路に応じて，次の各号に定めるところにより実費

相当額を支給する。 

(1) 鉄道賃は，加盟校職員が所属する学校(以下，「加

盟校」という。)の最寄り駅から用務地の最寄り駅

までの運賃実費を支給する。 

(2) 船賃は，水路旅行について，路程に応じ船賃実費

を支給する。 

(3) 航空賃は，航空旅行について，路程に応じ支給す

るものとし，その額は現に支払った額とする。 

(4) 加盟校又は用務地から最寄り駅までの陸路距離が

相当程度と認められる場合に限り，陸路旅行につい

て，路程に応じ車賃を支給することができる。その

額は岩手県職員の例による。 

(5) 前各号の規定に関わらず，全路程の鉄道賃金等が

500 円に満たない場合には 500 円を支給する。 

第 5条(現地経費) 

現地経費は，旅行中の日数に応じ 1 日当たりの定額

により支給するものとし，その額は次のとおりとする。 

(1) 旅行の用務地が県内である場合には1,500円を支

給する。 

(2) 旅行の用務地が県外である場合には2,200円を支

給する。(甲地方のみ2,900円) 

2  前項の規定に関わらず，次の各号の一に該当する場

合においては，当該各号に規定する額に調整する。 

(1) 行程 40 キロメートル未満の旅行であって，用務

地が県内のものについては，支給しない。 

(2) 用務が主催大会であって，昼食が支給される場合

は，前項の各号に規定する額の 2分の 1に相当する

額。 

(3) 公用車等のみを利用して旅行する場合は，前項の

各号の規定する額の 2分の 1に相当する額。 

第 6条(宿泊料) 

宿泊料は，旅行中の夜数に応じ 1 夜当りの定額によ

り支給するものとし，その額は9,800円とする。(甲地

方のみ 10,900円) 

2  前項の規定に関わらず，次の各号の一に該当する場

合においては，当該各号に規定する宿泊料を支給する。 

(1) 旅行者が自己所有の空き家，配偶者宅等に宿泊す

る場合には，宿泊料は支給しない。 

(2) 主催大会に関する業務に従事する場合等で，大会

主催者等により宿泊料が定められている場合には，

当該実費額を支給する。 

3  主催大会等に関する業務に従事する場合で，県高文

連会長が必要と認めた者に対しては，宿泊料を支給す

ることができる。 

第 7条(準用) 

この規定に定める事項以外については，岩手県職員

の例による。 

 

附則 

1  この規定は，平成 17年 4月 1日から施行する。 

2  この規定は，平成 18年 4月 21日から施行する。 

(補足) 

※1 市内バス運賃往復は，500 円が妥当 

※2 1日の行程(日帰りの場合は往復分)のキロ数 

※3 「公用車等」は，私用車の公務上使用承認を受けた

場合を含む 
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資料 平成 21年度大会結果 

(省略 放送専門部のサイトを参照ください) 

 

資料 平成 21年度高文連紀要原稿 

(省略 当日配布) 


